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1. 緒　　　言
本テンプレートは，日本機械学会が定める論文執筆要綱に沿った体裁で投稿できるよう，フォントサイズ等の書
式をスタイルファイルとしてあらかじめ組み込んだものである．これにより，1行あたりの文字数や 1ページあた
りの行数といった規定に沿った原稿を容易に作成できる．
本文の分量は 1ページにつき 50字 ×46行の 1段組を基本とし，合計およそ 2300字となるよう調整する．文の
区切りには全角の読点「，」と句点「．」を使用し，括弧類も全角文字で統一する．
本文のフォントには明朝体・Serif系書体（Century，Times New Romanなど）を用い，章・節・項の見出し
にはゴシック体を使用する．文字サイズやフォントの詳細は，執筆要綱の第 3・10節を確認されたい．
毎年要綱は微妙に体裁が変化する可能性があります．必ず日本機械学会が公式に配布している docxテンプレー
ト，および日本機械学会の論文執筆要綱を熟読して作成してください．

2. このテンプレートファイルの使い方
本テンプレートでは，表題・副題・著者名・本文といった各要素に，学会指定のフォントサイズ等の書式があら
かじめ設定されている．この設定を変更せずに執筆を進めれば，規定の文字数・行数を満たした原稿に仕上げるこ
とができる．

3. 原稿執筆の手引き
3・1 原稿の規定ページ数について
2025年度年次大会に提出する原稿は，2˜3ページ程度を目安とし，5ページを上限とする．なお，原稿中にペー
ジ番号を記載する必要はない（年によって微妙に変わる可能性があるので，必ず確認してください）．
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3・2 原稿の作成に際して
原稿の先頭部分には，日本語の表題・副題・著者名に加え，英語表記の表題・副題，著者名のローマ字表記，お
よび所属機関のローマ字表記を記載する．
3・3 表題及び副題の付け方
表題は，研究内容が一目で伝わるよう，簡潔かつ的確な表現とすることが望ましい．副題を付ける場合もある
が，「第 1報」「第 2報」のような連番的な表現の使用はなるべく控える．
3・4 英文抄録の書き方
英文抄録は 150˜250語程度とし，改行を挟まず一続きの文章として記述する．抄録だけを独立して読んでも，
研究の対象・方法（装置）・結果が具体的に把握できるように書く．本文中の図表や文献番号は，抄録内では引用
しない．数式を示す必要がある場合は，式番号を付けずに式そのものを記載する．
3・5 キーワードの付け方
キーワードは，原稿の内容を端的に示す重要な用語である．これにより，原稿の分類や検索が効率化される．本
文を書き終えたあとに選定するのが望ましい．

(1) 個数の目安は 5˜10語とする．
(2) 英文抄録の直後に英語で列挙する．一般的な複合語として認識されるものを除き，ハイフンは用いず，前置
詞や冠詞も含めない．

3・6 見出し（章，節，項）の付け方及び書き方
本文は内容ごとに区切り，適切な見出しを付す．章の見出しは 2行分のスペースを取り，行の中央に配置する．
節・項の見出しは行頭を 1文字分あけて記載し，改行してから本文を続ける．節の直後に項が続く場合も改行を
入れる．見出しの書体はゴシック体とする．
3・7 量記号・単位記号の書き方
量を表す記号はイタリック体で，単位を表す記号はローマン体で記載する．無次元数についてもイタリック体を
用いる．
3・8 用いる単位について
単位表記には SI単位を用いる．数学記号，単位記号，量記号は，いずれも半角英数字で記載する．SI単位の詳
細については，学会発行の「機械工学 SIマニュアル」や「JISZ8203 国際単位系 (SI) 及びその使い方」を参考に
されたい．
3・9 用いる記号
数学記号は JISZ8201に，量記号は JISZ8202にそれぞれ準拠する．数字の書き方は，表 2の例を参照する．年
を表す際は「本年」「昨年」といった相対的な表現を避け，2007年のように西暦で明示する．

4. 図及び写真・表の作成に関して
(1) 本文中の図表番号は「図 1」「表 1」のように日本語表記とする．写真も図として扱い，カラーでの掲載が可
能である．

(2) 図の番号・キャプションは図の下側に，表の番号・キャプションは表の上側に配置する．
(3) 本文と図表の間には 1行以上の余白を設け，視認性を確保する．
(4) 図表内のキャプションや説明はすべて英語で記載する（先頭の文字は大文字とする）．書体は Serif系，サ
イズは 9.5ポイントとする．

(5) 図表の横に生じた余白へ本文を回り込ませてはならない．
(6) 図表がページの余白部分にはみ出さないようにする．
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5. 数式の書き方
式番号は，式と同一行の右端に括弧書きで付す．本文中で式に言及する場合は，式 (1)のように表記する．式の
書き出しには 2文字分のインデントを設ける．また，本来必要な行数はきちんと使い切って記述する．3行分の式
を無理に 2行へ詰めたり，逆に 2行分の式を 1行に収めたりしてはならない．本文と式，あるいは式同士の間に
は 1行以上の空白を入れ，見やすさを確保する．
数式エディタで使用するフォントサイズは，原則として本文に合わせるが，添字等が小さくなり判読しづらい場
合は適宜拡大してよい．
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6. 引用文献の書き方
文献を引用する箇所には，肩付きの小括弧で通し番号を付す．例えば，新宿・渋谷 (1)(2) のように記載する．引
用した文献は，本文の末尾に番号順で一括して掲載する．日本語文献は日本語表記のまま，英語文献は英語表記の
まま記載する．

7. 結　　　言
本テンプレートのスタイルを用いれば，各項目の書式が自動的に適用されるため，執筆の手間を軽減できる．
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